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伊地知　シヅヱさん木守　時松　イサヲさん遠賀III

lO2歳（明治33年9月23日生）　　102歳（明治34年4月11日生）

町内の長寿者上位28人をご紹介します。東西両横綱は、去年と変わら

ず元気なお二人。やはり女性が大半を占め、番付の中で男性は1人となっ

てしまいました。皆さん、特に男性の皆さん。上位に食い込めるようこれ

からもすっとすっと元気に長生きしてください。

Kouhou ONGA

＼ヾ国電輩＝ブ

漣琶

I �蒜SSSSSEこ �年齢（生年明） �弛OS厘 �禽　偉 �Ia；SSSSS＝ �諜亜礎盤三嶋1 �地 � 

花　田　マツヱ �101歳（M35．6．12） �別　府 �大　関 �原　田　ヤチヨ �101歳（M35．7．11） �広　渡 

細　liIフサヱ �99歳（M37．2．26） �中　央 �関　脇 �加　藤　ハルヱ �99歳（M37．3．7） �今古賀 

近　松　マ　ス �98歳（M37．11．28） �木　守 �心∴慈 �瀬戸口　エ　キ �98歳（M38．3．9） �木　守 

秦　　　フジ子 �98歳（M38．4．1） �鬼　津 �前頭一 �柴　田　ハツ子 �98歳（M38．4．25） �遠賀園 

高　崎　勝　利 �97歳（M38．10．21） �遠賀園 �前頭：＝ �小　城　マ　ツ �97歳（M38．10．23） �東和苑 

林　　　キン子 �97歳（M38．12．5） �尾　崎 �翰頭三 �筒　井　テルヱ �97歳（M38．12．27） �鬼　津 

中　西　タマ子 �97歳（M39．2．21） �千代丸 �静寂四 �井　ロ　マサ子 �96歳（M40．1．27） �鬼　津 

押　流　トコヱ �96歳（M40．5．8） �若　松 �翰頭重 �芝　　　ハルヱ �96歳（M40．5．20） �田園南 

岡　村　タメノ �95歳（M40．12．18） �松ノ本 �前頭お �金　政　モモカ �95歳（M41．2．16） �通貨国 

小　暮　テルカ �95歳（M41．2．17） �遠賀Iii �前頭も �中　村　マツエ �95歳（M41．3．22） �東和苑 

東　　　ツ　ナ �95歳（M41．3．23） �広　渡 �前頭lヽ �乗　定　ミサオ �95歳（M41．6．8） �松ノ本 

勝　島　照　子 �95歳（M41．6．18） �緑ヶ丘 �翰顕れ �白　木　エツ子 �95歳（M41．6．28） �末　寺 

古　賀　連　子 �95歳（M41．8．1） �新　町 �前頭＋ �梅　田　フジヱ �95歳（M41．8．30） �上別府 
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火を楽しみに来られた人。露店を全部まわってやるぞという人。色々な楽しみ方があるとは思いますが、何囲
といっても日刊ま盆踊同。8月23日に遠賀総合連動公間で盛大に行なわれた夏まつり盆踊り大会では約5，000人の

来場者申、1，500人を超える人たちが一組こ踊りを破船してくれ、踊りの輪に混じって照影しましたがすごい迫力

です。まだ参加したことがないという人は、ぜひ踊りの輪に加わってみて一緒に踊りを楽しんでくださいれ

軽震護憲＿ル，
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堀田理恵さん　　　　　　　　　　舛添留美さん

j pr、し＿

聖聾暴露霊言や

質叫の在室ボランティア団体キャッツ21の‾聞て∴国
西川納涼祭り「精霧流し」が8月15Liに役場の個を流れ

る西川で行なわれました。

すっかりお盆の恒例行事として定評したこの楠藍流しには

大効の人々が訪れ、灯純や糟糊付を川へ流しながらこ先祝様

へ感謝の気持ちを込めてお祈りや手を振る姿が見られました。

流された灯純は水に溶ける素材で作られていて、また、

供え物や補語船も回収することでIi履汚され、ようにし

ているそうです。
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団
年
の
1
0
月
、
静
岡
県
で
行
な
わ
れ
る

わ
か
ふ
じ
国
体
に
東
和
苑
区
の
堀
田
理
恵
さ
ん

（
博
多
女
子
高
3
年
）
　
と
若
松
区
の
舛
添
留
美

さ
ん
　
（
博
多
女
子
高
3
年
）
　
が
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

小
学
生
の
と
き
に
両
親
の
影
響
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
始
め
、
中
学
∴
同
校
で
は
、
チ
ー

ム
メ
ー
ト
と
し
て
共
に
さ
び
し
い
練
習
に
耐

え
て
き
た
二
人
。
現
在
は
大
会
に
向
け
、
平

日
は
毎
日
5
時
間
の
練
習
、
休
日
は
鰊
溜
試

合
で
遠
征
と
、
ど
っ
ぷ
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一

色
の
生
活
で
す
が
、
二
人
と
も
疲
れ
も
見
せ

ず
と
て
も
明
る
く
開
い
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
福
岡
市
で
寮
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、

遠
賀
町
に
帰
っ
て
来
る
と
な
ん
だ
か
ほ
っ
と

す
る
そ
う
で
す
。
大
会
の
目
標
は
上
位
入
賞
。

今
年
の
国
体
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
　
「
が
ん
は
る

が
好
き
」
。
文
字
ど
お
り
　
「
が
ん
ば
る
」
　
二
人

を
み
ん
な
で
応
接
し
ま
し
ょ
う
。



梓たくで気掃う′

わんぱく教室の

団

三二三∴

ども同士親同士仲良くなれるように行なわれている

わんぱく教室で　冷たくて気持ちいい水遊びが8月5I‾‖こ

遠賀コミュニティーセンターで行なわれました。

毎月第1火曜日に行なわれるわんぱく教室。七夕飾りを

作ったり、サンタさんにお菓子をもらったりと楽しさいっ

ぱいです。

ちっちゃいプールに元気良く飛び込むとキヤーキャーと

声が飛び交い、お互いに水をかけあいこしたり、しーっと

お風帥こ入っている気分の子がいたりとそれぞれ楽しく遊ん

でいました。

みi　こ　し

手作り神輿で

♂誓一誌崇

国 体生活の楽しさと社会参加の恩義を学ぶ中間・遠賀地は
「少年の船」が　8月6日から81＿はで行なわれました。

当初の予定では、奄美大島で4湘5「iのはずでしたが、

台風10号が接近してきたために鹿見出までしか行けず、結

果、2泊3日の研修となってしまいました。

参加したのは、小学4年生から中学2年生までの団員42

人とスタッフ15人。遠質町からは団員3人が参加しました。

子ともたちは、鹿児島県知覧での平和学習や宿泊研修を

適して、集団生活での仲間と協力する大切さや思いやりを

学び、また、台風という自然の偉大さも学びました。来年

は、奄美大，i鮎こ行きたいですね。

園
児
た
ち
手
作
り
の
お
神
輿
を
担
い

で
駅
前
ま
で
練
り
歩
い
て
い
る
の
は
、

7
月
2
0
日
に
遠
費
用
保
管
圏
で
行
な

わ
れ
た
夕
涼
み
会
で
の
1
コ
マ
。

元
気
な
声
で
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ
し
ょ

い
と
叫
べ
ば
お
の
ず
と
お
祭
り
気
分

が
高
揚
し
て
い
き
ま
す
。

先
生
と
園
児
た
ち
が
作
っ
た
お
席

や
お
も
ち
ゃ
が
所
狭
し
と
滅
べ
ら
れ
、

家
族
み
ん
な
で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。 固

い
く
じ
ら
を
か
た
と
っ
た
、



i諺⑧“

轡艶麗顕
スポーツや文化活動を通して、高齢者の生きがいや仲間、健康づくり、

また、世代を超えた交流を深めましょう。

●対怠　福岡県に住んでいる60歳以上の人（昭和19年4月1日以前に生まれた人）●申し込み　遠賀町役場福祉課窓口

史∴化　イ　ベ　ン　ト

▽ねんりんファッションショー 

11月16日（日）　石橋文化ホール（久留米市） 

◇申込期間　9月1日（月）～9月30日（火） 
▽合唱フェスティバル 

11月16日（日）　石橋文化ホール（久留米市） 

◇申込期間　8月1日（金）～9月30日（火） 
▽民選コンクール 

11月16日（日）　石橋文化センター（久留米市） 

◇申込期間　8月1日（金）～9月30日（火） 
▽発明工夫展 

11月15日（土）一18日（火）石橋文化会館（久留米市） 

◇申込期間　9月1日（月）～9月30日（火） 

スポーツ・レクリエーションイベント

▽ゴルフ 

11月14日（金）　玄海ゴルフクラブ（宗像市） 

◇申込期間　9月1日（月）～10月15日（水） 

◇剛l合わせ　福岡県ゴルフ協会　℡093（471）7611 
▽弓　　道 

11月16日（日）　久留米市弓道場（久留米市） 

◇申込期間　9月19日（金）～10月22日（水） 

◇問い合わせ　福岡県弓道連盟（横内） 
℡092（811）7658 

▽剣　　道 

11月16日（日）　久留米市解合スポーツセンター体育館〈久留米市〉 

◇申込期間　9月1日（月）～9月30日（火） 

◇問い合わせ　福岡県剣道連盟　℡092（712）1890 
▽太極拳 

11月9日（日）　大牟田市民体育館（大牟田市） 

◇申込期間　9月1日（月）～9月30日（火） 

◇剛1合わせ　福岡県武術太極拳連盟（岡村） 
℡092（324）4486 

▽ボウリング 

11月9日（日）　スポーツガーデン久留米（久留米市） 

◇申込期間　9月1日（月）～10月20日（月） 

◇剛l合わせ　福岡県ボウリング連盟 
℡092（281）5175 

▽ウオークラリー 

11月16日（日）　石橋文化センター園内憩いの森（久留米市） 

◇申込期間10月14日（火）～11月4日（火） 

◇問い合わせ　福岡県レクリエーション協会 
℡092（733）5020 

遠賀町推薦選手（チーム）の募集 ●対象町内に住んでいる60歳以上の人（昭和19年4月1日以前に生まれた人） ●幕集期間9月16日（火）～9月30日（火） ●申し込み役場に備え付けの所定の申込書に記入してください。 

●その他　応募者多数の場合は、抽選により推薦選手（チーム）を決定します。交通費等諸経費については、自己負担となります。 

会培“募集定数 �▽ゲートボール　　11月16日（日）［雨天予備日11月17日（月）］ � 
大刀洗町運動公園（三井郡大刀洗町）　　　　　　　1チーム 

▽ペタンク　　　　11月16日（日）［雨天予備日11月17日（月）］ 

立石地域運動広場（小都市干潟）　　　　　　　　　　1チーム 
▽グラウンドゴルフ11月16日（日）［雨天予備日11月17日（月）］ 

筑後川河Iii敷東梅原多目的広場（久留米市東櫛原町）　5人 
▽囲　　碁　　　　11月16日（日） 

勤労青少年ホーム多目的ホール（久留米市野中町）　1人 
▽籾∴∴模　　　　11月16日（日） 

勤労青少年ホーム多目的ホール（久留米市野中町）　1人 

（伽4



子犬の地域譲渡芸
はじめて犬を飼う、今までに犬を飼った経験はある

けれど、これから犬を飼うことに疑問や不安がある…

さあ、正しい犬の飼い方を学びましょう。

◇これから大を飼う人の底めの励国会
●と　き10月15日（水）

午後1時30分～3時15分

［受付］午後1時～

●ところ　遠賀保健福祉環境事務所

●費　用　無料

◇子犬の地塙鎖線会
●と　き10月22日（水）

午後1時30分～3時15分

［受付］午後1時～

●ところ　遠賀保健福祉環境事務所

●対　象　これから犬を飼う人のための講習会受講者

●費　用　無料

●持ってくるもの　「これから犬を飼う人のための講

習会」受講済みスタンプがあるテキスト

※子犬の数には限りがありますので、話聖者多数の場

合は抽選になります。

●申し込み・問い合わせ

福岡県遠賀保健福祉環境事務所衛生課

℡093（201）4181

回鶉閲∃
犬のしつけ方について知りたいことや困っているこ

とを講習と実技を通じて対処法などについて学びまし

ょう。

●と　き

10月24日（金）、28日（火）、31日（金）、11月4日（火）

いずれも午後1時30分～3時30分

※10月24日は講義のみで、犬の同伴はできません

●ところ　ふれあいの里センター

●費　用　無料　　　　　　　　　　　　〔

●定員30人（嬬順）　hi
※事前申し込みが必要です

●受付期間10月1日（水）～　一一↓

●申し込み・問い合わせ　　　　！

福岡県遠賀保健福祉環境事務所

衛生課

℡093（201）4181

5（の

平成1儲耀推居表示繊区の

街区符号（罵惟屈藷弓（案）を

お紺らせします

今年度、住居表示を実施する地区の街区符号（案）と住

居番号（案）を告示します。

なお、対象世帯には10月初めに住居番号の決定通知書と

パンフレットを郵送します。

●と　き　9月10日（水）～25日（木）

午前8時30分
～午後5時

（土日祝日は除く）

●ところ　役場企画課窓口

●問い合わせ　企画調整係

女
性
で
あ
る
た
め
の
身
体
の
変
化
、
不
定
愁
訴
や
骨
粗
慈
症

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

●
と
き
・
内
容
“
講
師
　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時

①
1
0
月
3
日
（
金
）

「
更
年
期
に
起
こ
り
や
す
い
胃
の
病
気
と
そ
の
対
処
法
は
」

～
転
ば
ぬ
先
の
予
防
法
は
？
元
気
の
基
は
骨
の
若
さ
か
ら

福
岡
大
学
病
院
整
形
外
科
医
師
　
城
島
宏
さ
ん

②
1
0
月
1
7
日
（
金
）

「
心
も
身
体
も
い
き
い
き
と
L
 
I
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
健
康
体
操
－

～
骨
粗
慈
症
・
排
尿
障
害
を
予
防
し
若
々
し
く
過
ご
す
秘
訣
は
？

健
康
い
さ
か
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
野
村
里
美
さ
ん

③
日
月
5
日
（
水
）

「
更
年
期
に
起
こ
り
や
す
い
心
身
の
変
化
と
そ
の
対
応
」

～
更
年
期
の
身
体
の
変
化
。
予
防
は
？
知
っ
て
得
す
る
対
処
法
は
つ

浜
の
町
病
院
診
療
部
長
　
座
婦
人
科
医
師
　
中
村
元
一
さ
ん

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
粕
屋
町
戸
原
〉

●
対
　
　
象
　
更
年
期
の
女
性
・
そ
の
家
族

（
で
き
る
だ
け
3
回
と
も
受
講
可
能
な
人
）

●
善
　
　
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
付

●
締
め
切
り
　
9
月
3
0
日
（
火
）

●
申
し
込
み
　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
環
暁
事
務
所

保
健
福
祉
課
崗
職
者
・
児
童
家
庭
係

℡
0
9
2
　
（
9
3
9
）
　
1
5
9
2

鞘
0
9
2
　
（
9
3
9
）
　
1
1
8
6

女
性
の
健
康
教
室
　
～
葦
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
～
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驚
。
偶
腰
㊦
V
配
興

血
　
液
　
を
　
さ

私
た
ち
の
体
の
す
み
す
み
に
酸
素
や

栄
養
を
運
ん
で
い
る
血
液
。
健
康
を
保

つ
に
は
、
こ
の
血
液
が
さ
ら
さ
ら
に
流

れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ら

　

さ

　

ら

　

に

○
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
保
つ
に
は

e
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
と
…

血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
ば
か
り
か

動
脈
硬
化
の
進
行
が
早
く
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
進
む
と
、
血
管
が
破
れ

た
り
詰
ま
っ
た
り
し
て
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
の
重
篤
な
病
気
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

e
ド
ロ
ド
ロ
の
原
因
は
？

血
液
が
全
身
に
運
ん
で
い
る
栄
養
の

一
つ
に
脂
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
脂
質

が
必
要
以
上
に
増
え
る
と
血
液
は
ド
ロ

ド
ロ
し
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
中
で
も

L
D
L
　
（
悪
玉
）
　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

動
脈
硬
化
の
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
進
め
る
危
険
因
子

加
輸
、
肥
満
、
喫
煙
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
家
族
歴

血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
保
つ
に
は
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
危
険
因
子
を
減
ら
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
食
事
量
を
減
ら
し
て
体
重
を
減
ら
す

▽
脂
肪
は
動
物
性
よ
り
植
物
性
を
選
ぶ

▽
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を
控

え
る
（
鶏
卵
、
魚
卵
、
内
臓
な
ど
）

▽
適
度
な
運
動
を
す
る

（
持
病
が
あ
る
場
合
は
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
し
ま
し
よ
う
）

▽
禁
煙
す
る

▽
中
性
脂
肪
の
高
い
人
は
甘
い
も
の
や

お
酒
を
控
え
る

動
脈
硬
化
の
予
防
に
役
立
つ
食
品

大
豆
・
大
豆
製
品
、
赤
ワ
イ
ン
、

青
身
魚
、
食
物
繊
維
・
海
藻
類
、

た
曇
ト
マ
ト
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

ど
ん
な
に
優
れ
た
効
果
の
あ
る
食
品

で
も
、
そ
れ
だ
け
を
食
べ
た
り
、
食
べ

過
ぎ
て
し
ま
う
と
逆
効
果
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
る
よ
う
に
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

国郷患

何
度
も
の
危
機
を
く
ぐ
り
ぬ
け
、

私
は
亡
命
先
の
ウ
ィ
ー
ン
へ
着
い
た
。

政
治
亡
命
と
認
め
ら
れ
、
亡
命
国
が

そ
の
間
、
途
中
で
見
つ
か
っ
て
殺

さ
れ
る
の
か
、
亡
命
で
さ
て
も
二
度

と
祖
国
に
帰
れ
ず
、
会
う
こ
と
も
で

き
な
い
と
い
う
絶
望
の
選
択
を
待
た

さ
れ
た
両
親
は
日
々
悲
し
み
の
祈
り

を
繰
り
返
し
た
。

現
在
は
両
親
と
も
5
0
歳
を
過
ぎ
て
、

な
お
風
邪
ひ
と
つ
ひ
か
ず
元
気
に
暮

ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
祖
国
の
土

を
踏
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
で
も
心

配
は
つ
き
ぬ
よ
う
だ
。

家
の
門
は
、
い
つ
も
突
然
に
里
帰

り
す
る
私
の
た
め
に
ず
っ
と
開
け
ら

れ
て
い
る
。

決
ま
る
ま
で
難
民
収
容
所
に
入

れ
ら
れ
た
。
7
0
～
0
0
人
が
一
部

屋
に
ひ
し
め
い
て
い
た
。

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
我
々
に

共
通
語
は
な
く
、
亡
命
者
や
難

民
だ
け
で
な
く
逃
亡
し
て
き
た

犯
罪
者
も
い
た
。
そ
し
て
、
こ

の
部
屋
で
死
ん
で
ゆ
く
者
、
出

産
す
る
者
も
い
た
。

私
は
そ
こ
で
紙
切
れ
を
見
つ

け
て
は
詩
を
書
き
留
め
、
詩
集

「
故
国
無
さ
詩
」
を
完
成
さ
せ
た
。

同
時
に
権
力
者
の
崩
壊
を
予
言

し
た
、
戯
曲
　
「
タ
イ
ム
ウ
ィ
ー

ブ
ス
」
　
を
書
き
、
ど
ち
ら
も
、

当
時
イ
タ
リ
ア
の
文
学
誌
に
掲

載
さ
れ
た
。
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●ホームページアドレス　http：／／www．libra 

回国回国回国回田蓮田
映画上映会
●と　き　9月21日（日）

●ところ　多目的室

●上映作品　子とも向け　午前10時30分～11時

大人向け　午後2時30分～4時10分

絵本の読み聞かせ
●と　き　9月13日、20Li、27Li、10月4日

毎週土曜日　午後2時30分～

●ところ　お話の部屋

絵本の読み聞かせ講座（初I心音コース）
●と　き　▽第2回　9月18日（木）

▽第3回10月2日（木）

いずれも午前10時30分～12時30分

●ところ　多目的室

自開聞圃圃臨画園　軸捌開聞関目

団も九棚・繚畳来紫散歩」
一北九州の先人たち－

轟　良子さん

北九州市立中央図書館勤務

日本図書館協会評議委員、

北九州森鴎外記念会理事、

図

NHK「ふくおかくらし発見」

（月～金1130－12　00放送）の

「週刊マイブック」出演

●と　き10月18日（土）　午後2時～3時30分

［開場］午後1時30分

●ところ　遠賀町立図書館　多目的室

●費　用　無料

●定　員　60人（先着順）

※9月20日（土）から配布する整理券が必要です

●その他　託児あります（事前に申し込みが必要）

●問い合わせ　遠賀町立図書館　℡（293）9090

7〔∽

回国囲回国
◆一般書

『疾走』
重松　清書

想像を絶する孤独の巾、た

だ、他人とつながりたい・

15才の少年は駆け抜けた。

『GMO　上・下』

服部　真澄善

道伝子組み換え作物の未来

は・・・「食物支配」はすでに始

まっている。

『男の戸籍をください』
虎井　まき蘭書

「3年B組金八先生」に登

場した「直」のモデルが綴る、

法と偏見の壁との闘い。

『アウスチルリツツ』
W．G．ゼーバルト著

鈴木　仁子訳

建築史家アウステルリッツ

の欧111を巡る遍歴。封印され

ていた記憶が蘇る。

『ペキー“スー

魔法にかけられた動物』
セルジュ・ブリユソロ著

金子　ゆき子訳

痛快度パワーアップ、ぺギ一・

スーの大冒険第4弾。

◆児童書
『シエラレオネ

5歳まで生きられない子ともた胡

山本　敏陪善・写真

国境なき医師団としてこの

国を訪れた著者が子どもたち

の様子や塚原の実情をわかり

やすく報告。

ゥラジ＿ミル．ラドゥンスキ＿作批こI拓）
木坂　涼訳

ほうやは戦争におしっこを

ひっかけたのです。あの小便

小僧のおはなし。

『はせがわくんきらいや』
長谷IiI　象平善

長谷川くんだいじょうぶ

か？ヒ素ミルクを飲んだ著者

の幼少のころの思い出。

男
の
戸
籍
翻
「
〇
二

オ

i



7情

閣
役場　℡293－1234

屠所叱㌦拗砂
◇中央公民鍵

能面、彫刻（遠賀だるま）
9月30日まで

◇ふれあいの璽

0　9月30日まで　　○

豪雨誠書を
受Iナらねた方へ

風水譜なとの災‘訪こよって、住

宅や家財などに親書を受けたとき

は、所得税の確定申告で雑費控除

または災雷瀬見法による税額の軽

減掘出のどちらか有利な方法を選

択することにより、所得税の全部

または－一部を蛾減できる場合があ

りますのでこ相談ください。

また、災告なとやむを得ない理

iiiにより、I両親こついての申告

申品、一帯泣言納税などが期限まで

にできない場合は税務署への申請

により期限の延長や納税の猶予が

できる場合があります。

●問い合わせ　若松税務薯
℡093（761）2536

回p／／＼V…VtaXanSernlagojp／
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く

ら

し

°
C

L
 
r
i
上

報

l
歳
6
か
月
児
健
康
診
査

●
と
き
　
9
月
2
5
日
（
木
）

［
受
付
］
午
後
1
時
～
1
時
1
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
火
公
民
館

●
対
象
　
平
成
1
4
年
1
月
か
ら
3
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
鮮
度
手
帳
、

健
診
票
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
師
・
栄
義

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
探
相
談
、

函
科
集
団
指
導

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

の
び
の
び
（
幼
児
）
相
談

●
と
き
　
9
月
2
4
日
　
（
水
）

［
受
付
］
生
面
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
違
費
用
中
火
公
民
餅

●
対
象
　
滴
1
歳
か
ら
就
掌
蘭
ま
で
の

幼
児

●
内
容
　
身
長
、
体
重
測
定
・
臨
休
心

刷
上
に
よ
る
詰
嫌
や
こ
こ
ろ
の
発
達

相
談
　
〈
要
予
約
）
、
保
健
師
に
よ
る
健

康
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

悠
遊
ひ
る
は

（
運
動
教
室
）

●
と
き
　
9
月
1
7
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
日
時
0
0
分

署
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
道
雄
町
武
道
場

（
違
質
町
中
火
公
民
舗
極
）

●
内
容
　
痴
米
予
防

（
頭
・
指
先
を
使
っ
た
体
操
〉

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
樹

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
魅
康
対
策
係

保
健
師
に
よ
る

心
と
体
の
健
康
相
談

相
談
の
時
間
を
ゆ
っ
く
り
と
る
た
め
、

宙
話
な
ど
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
9
月
1
7
日
　
（
水
）

牛
後
1
時
5
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
稲
祉
謙
窓
口

●
対
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

エ
ン
ジ
ョ
イ
n
e
W
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
と
き
　
9
月
2
7
日
（
L
）

年
前
i
O
時
～
日
時
0
0
分

委
付
］
半
面
9
時
0
0
分
～
i
O
時

●
と
こ
ろ

道
質
コ
ミ
ユ
ニ
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
時
間
に
住
ん
で
い
る
人

●
内
容
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
　
へ
約
5
k
m
〉

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
通
勤
で
き
る
服

装
と
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

ふ
く
お
か
文
化
祭
2
0
0
3

オ
⊥
ノ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
害
募
集

●
と
き
　
1
0
月
2
5
日
（
土
〉
　
午
後
6
時
～

●
と
こ
ろ
　
ア
ク
ロ
ス
補
間

（
補
間
市
大
紬
一
丁
日
）

●
費
用
　
無
料

●
内
容
　
横
内
謙
介
さ
ん
・
野
村
博
斎

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
、
韓
国
の
伝
統

芸
能
披
露
ほ
か

●
申
し
込
み
　
往
復
ハ
カ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
竜
話
番
号
、
参
加
者
名
　
へ
1

枚
に
つ
き
2
人
ま
で
）
　
を
記
入
の
う

え
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
八
一
二
i
八
五
川
二

ふ
く
お
か
文
化
祭
2
0
0
3
担
当
係

●
締
め
切
り
　
同
月
1
日
　
（
水
）

※
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は
捕
選

●
問
い
合
わ
せ
　
補
間
県
国
民
文
化
祭
室

℡
0
9
2
　
（
4
7
3
）
　
8
3
7
6

子
ど
も
と
一
緒
に
交
通
安
全
体
験

サ
ン
サ
ン
フ
ェ
ス
タ

●
と
き
　
9
月
2
3
日
へ
火
）

生
駒
1
0
時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止

●
と
こ
ろ
　
お
ん
が
自
動
車
学
校

●
内
容
　
体
験
型
安
全
教
室
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

縁
日
風
屋
台
な
ど

●
費
用
　
入
場
無
料

●
問
い
合
わ
せ

お
ん
が
自
動
車
学
校

諒

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
3
1
1



雪⑩喧雪雪㊧逗㊧垣
●と　　き10月3日（金）午前10時～

［受付］午前9時30分～午後2時30分

●と　ころ　遠賀コミュニティーセンター

●対　　象　身体障害者（児）、戦傷病者

（視覚障害、内部障害者を除く）

●相談内容

◇補装具交付の要否判定、処方・適合判定

◇更生医療に関すること

◇身体障害者更生援霞施設等への入所に関すること

◇身体障害者手帳に関すること

※巡回相談では設備、時間等の制約があり、ご本人の障害

の状態によってはその場で等級診断を確定できない場合

があります。

●相談者　整形外科医師、耳鼻咽喉科医師、聴力検酉士

●持ってくるもの　印鑑、身体撞害者手帳・戦傷病者手帳（持って

いる人）、前回交付された補装具（再交付　修理を詰望する人）

●問い合わせ　福祉係
‾ii‾i‾iiiiii‾iiiii‾‾‾‾‾‾iiiiiiiiiiiiii‾‾下層‾天1茄子‾1‾“「下平∠妄〃こ‾ii／－‾－‾　‾　－‾‾　‾－‾　　‾「こ！ニ　ー‾　　《‾i）山

禽∵雌言撹言説「詫言かI　㊧（の言謎 紐I　㊧　キ連

合併後のまちづくりを一緒に考えましょう

新しい巾の将来像をI乱売の梓さんに，Iけため「新再建設計面」を作成し

ています。この。帥li用戒の参考資料として、合備後のまちづくりについて

ワークショップでクループ討議し、捉案していただける人を募壊します。

このワークショップは合IIEの可否を問う議論ではなく、違質榔4町が合

併した場合の　斤まちづくり爪　について、身近な住民′高手や教育文化に関わ

るソフト両から建設草葉などのハード面まであらゆる分野に渡り、意見や

要望を凪し合ってもらい提案していただきます。

●と　　き10月から計4回（1－2週間にIi両生度、上・ri剛‾I）

●報　　酬　なし（交通旅賞の支給あり）

●対∴∴象　町仙こ住んでいる人　※創ir減会誠員とその家族は隙く

●定　　員　6人（応募者多数の場合は捕選）

●締め切り　9月2511（水）

●申し込み　違yi川役場介iilii課相il調整係

●問い合わせ　芦屋町・水巻町・岡垣町“遠賀町合併協議会

第3回

芦屋町・水巻町“岡垣町“
遠賀町合併協議会

●と　　き　9月24日（水）

午後2時～

●傍聴受付　午後1時45分まで

●と　こ　ろ　いこいの里

（岡垣町高倉）

●内　　容　合併の方式・期日、
新市の名称

℡093（223）0881
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liiiii

窪
の
里
週
間
無
料
法
律
相
談

●
と
き
　
1
0
月
8
日
　
（
水
）

午
前
9
時
0
0
分
～
午
後
3
時
釦
分

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
弁
護
士
会
館

（
小
倉
北
区
金
田
）

●
内
容
　
法
律
問
題
全
般

●
費
用
　
無
料

●
定
貝
　
約
人
　
（
先
語
順
）

●
申
し
込
み
　
9
月
2
4
日
　
へ
水
）
　
午
前

9
時
か
ら
寵
謡
で
受
け
付
け
ま
す

福
岡
県
弁
護
士
会
北
九
州
部
会

℡
0
9
3
　
へ
5
6
1
）
　
0
3
6
0

障
害
重
層
用
促
進
面
談
会

障
害
の
あ
る
人
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と
の

面
接
面
談
会
を
行
な
い
ま
す
。

●
と
き
　
1
0
月
1
日
（
水
）

午
後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
八
幡
西
区
束
間
堅
田
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

八
幡
公
共
職
業
安
定
所

℡
0
9
3
　
（
6
2
2
）
　
5
5
6
6

一
遠
賀
町
の

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

各
種
申
請
書
の

一
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

一
で
き
ま
す

役
場
に
行
く
筋
に
、
家
で
申
講
番
な

ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
必
要
事
項
を

記
入
。
そ
の
中
講
畠
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
届
け

出
・
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
請
害

▽
転
入
届

▽
転
出
届

▽
住
民
票
の
写
し
の
交
付
申
請
書

▽
戸
籍
の
謄
本
抄
本
の
交
付
申
詩
聖
日

▽
印
鑑
登
録
申
請
書

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付
申
請
茎
日

▽
印
鑑
登
録
廃
止
兼
印
鑑
登
録
事
項
変
更
届

▽
所
得
証
明
書
申
婆
翌
日

▽
年
金
受
給
権
確
認
証
朋
の
交
付
申
請
書

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

（
例
）
住
民
票
の
申
請
書

「
違
質
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
」

－
　
「
手
続
き
柴
同
　
作
艮
∴
証
明
誹

手
数
料
」
　
－
　
「
●
0
民
禁
　
中
高
宮

を
タ
ウ
ン
ロ
ー
ト
す
る
ー
　
「
H
T
M

L
形
式
」
　
ま
た
は
　
「
P
D
F
彬
式
」

を
ク
リ
ッ
ク

※
申
講
評
様
式
に
は
人
力
も
で
き
ま
す

●
遠
賀
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

≡
p
ミ
≦
三
二
〇
…
○
つ
g
a
言
を
O
k
a
も
＼

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
係
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E N D U R A N C E R A C E

第2回遠賀町三輪車4時間耐久レース
出場チ“ム募集

4時間以内に、三輪車でたくさんの距離を走るレースです。

●と　　き10月25日（土）午前10時30分～

●と　こ　ろ　遠賀総合運動公園内特設ミニサーキット場

●対∴＿象　三輪車に乗った経験があり、三輪車を愛する人

●定　　員　20チーム（先憲順）

○費　　用1，000円／1チーム（保険料）

○受付期間　9月16日（火）～　9月30日（火）

Happy Birthday・

駿
選園田⑳

蔀一也徳一彩濡門剖吹奏
勝取鯛桐。＠珊雪国。

（辿翰

おたんじょうぴおめでとう
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み
な
さ
ん
、
饗
ま
つ
り
盆
踊
り
大
会
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
U
夏
の
終
わ
り
の
ひ
と

と
き
を
満
喫
で
き
ま
し
た
か
っ
私
は
仕
事

を
放
り
出
し
て
祭
り
を
楽
し
み
た
い
ほ
ど

で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
す
ご
い
人
数
で
し
た

ね
。
入
場
者
数
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
総

踊
り
で
の
参
加
は
勝
り
の
人
と
千
が
当
た

る
ほ
ど
で
、
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越

し
に
映
る
光
最
は
大
斜
の
踊
り
手
さ
ん
で

理
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
も
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（正）


